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新南地総第７９８号

平成３０年８月２９日

コミュニティ協議会会長 様

南 区 長  渡 辺  稔

                      （担当：南区役所地域総務課）

南区感謝状被贈呈者の推薦について（依頼）

晩夏の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

南区では，「新潟市南区における感謝状贈呈に関する要綱」(以下，「要綱」とい

う)及び「新潟市南区における感謝状贈呈に関する要綱に基づく推薦基準」(以下，

「推薦基準」という)に基づき，地域社会の進展や社会福祉の増進等により，南区

の発展に特に功労のあった個人・団体へ感謝状を贈呈いたします。

つきましては，本制度の趣旨をご理解の上，「要綱」及び「推薦基準」に該当す

る個人・団体を，下記により推薦いただきますようお願い申し上げます。

なお，今年度は要綱に基づきコミュニティ協議会のみに推薦を依頼しますので，

自治会・町内会等の関係者への周知にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

記

 １ 基 準 日  毎年１０月１日

 ２ 推薦方法  別紙「推薦基準」を参照の上，様式第 1 号「南区感謝状被

贈呈者推薦書」を提出願います。

※ 推薦の基準については，別紙推薦基準を参考にしてくだ

さい。（具体例：セーフティースタッフなど）

※ 推薦書が不足する場合は，お手数ですが複写ください。

３ 提出期限  平成３０年１０月３１日（水）

 ４ 提 出 先  南区役所 地域総務課 総務・安心安全グループ

 ５ 今後の日程（参考）

    平成 30 年

８月 29 日  コミ協による推薦を依頼

10 月 31 日  南区役所地域総務課への推薦書提出期限

12 月～1 月  審査会

（審査員：自治協会長，自治協副会長 2 名，南区長，南区副区長）

    平成 31 年

４月上旬    感謝状贈呈式

【お問い合わせ】

〒950-1292 
新潟市南区白根１２３５番地

 南区役所地域総務課 担当：藤村

（電話 ０２５－３７２－６４２１）



様式１号

平成  年  月  日

南 区 長  宛

【 推 薦 者 】

住 所（電話）                       

氏 名（団体名・役職等）                  

被推薦者との関係                      

南 区 感 謝 状 被 贈 呈 者 推 薦 書

次のものを新潟市南区感謝状被贈呈者として推薦します。（個人か団体欄に〇を付け記載してください。）

被

推

薦

者

個

人

フリガナ

性別 生年月日 年  月  日
氏 名

住 所 電話

団

体

フリガナ フリガナ

団体名 代表者名

所在地 電話

【 推 薦 事 由 】

下記の事由の番号から該当する事由すべてに〇を付け、詳細内容欄に具体的な内容を記載してください。

事

由

（１）地域社会の発展に尽くした

（２）保健衛生及び社会福祉の増進に尽くした

（３）道路、河川、公園その他公共施設の良好な生活環境の維持管理に尽くした

（４）その他
（活動歴     年）

同分野における過去の表彰実績 （                        ）

詳

細

内

容

※内容のわかる文書、写真、新聞記事等がありましたら添付願います。（コピー可）

 審査会にて審査しますので、追加資料や内容をお尋ねする場合がありますが、ご協力をお願いします。



新潟市南区における感謝状贈呈に関する要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、南区の発展等のために特に功労のあったものに対する感謝状の贈呈に

関し、必要な事項を定めるものとする。

 （対象）

第２条 感謝状の贈呈は、次の各号のいずれかに該当する個人又は団体について南区長が審

査会に諮って行う。ただし、過去において、同一の理由で新潟市表彰条例（昭和３８年新

潟市条例第８号）、その他の条例、規則又は要綱に基づく市長の表彰を受けたことのある個

人又は団体については、贈呈しない。

 （１） 地域社会の発展に尽くしたもの

 （２） 保健衛生又は社会福祉の増進に尽くしたもの

 （３） 道路、河川、公園その他公共施設の良好な生活環境の維持管理に尽くしたもの

 （４） 前各号に掲げるもののほか、特に感謝状を贈呈することが必要と認められるもの

 （審査会）

第３条 感謝状の被贈呈者を決定するため、審査会を設置する。

２ 審査会の委員は、南区自治協議会会長、南区自治協議会副会長及び南区長、南区副区長、

南区地域総務課長をもって充てる。

３ 前項に規定する委員本人が審査の対象となったときは、その議事に参与することができ

ない。

 （贈呈時期等）

第４条 感謝状の贈呈は、年１回行うものとする。ただし、被贈呈者がいない場合はこの限

りでない。

 （贈呈方法）

第５条 感謝状は、南区長が贈呈するものとする。

 （記録及び公表）

第６条 感謝状の被贈呈者の功績を記録するため感謝状贈呈者原簿を備える。

２ 感謝状原簿には、感謝状の被贈呈者の氏名その他必要な事項を記録し、原則として公表

するものとする。

 （雑則）

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は南区長が別に定める。

  附 則

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則

 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。



新潟市南区における感謝状贈呈に関する施行細則

（趣旨）

第１条 この細則は，新潟市南区における感謝状贈呈に関する要綱（以下「要綱」という。）

に基づき，感謝状贈呈に関し必要な事項を定めるものとする。

（贈呈基準）

第２条 要綱第２条に規定する基準については，次の各号に掲げるところによる。

（１）功労の基準については，具体的業績に，営利性，宣伝性がなく，地道な活動や人目

に付かない分野であっても，南区民の人心に刺激と明朗感を与え，その活躍及び価値

が認められるもの

（２）前号の規定にかかわらず審査会で特に必要と認められるもの

（３）活動等の期間の計算は，月をもってし，事由行為の属する月から調査日の属する月

までの期間をもって計算する。ただし，調査日現在において，事由行為を終了してい

る場合は，当該終了月までの期間とする。

（審査会）

第３条 感謝状の被贈呈者の対象となるものは，要綱第２条の基準において，南区感謝状

贈呈候補者推薦書（別記様式１号）により推薦するものとし，要綱第３条に規定する審

査会において感謝状の被贈呈者としての審査を受けるものとする。

２ 審査会は南区長が招集するものとする。

３ 審査会の会議は委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

４ 審査会の事務局は南区総務課が主管する。

５ 審査会の内容は公表しない。

６ 審査の結果は，南区総務課長が感謝状の被贈呈者として推薦されたものに報告するも

のとする。

（贈呈時期）

第４条 感謝状贈呈は贈呈式をもって行うものとする。

２ 感謝状の被贈呈者の対象となるものの調査は，毎年 10 月１日を基準日をとして南区各

コミュニティ協議会に推薦依頼を以って行うものとする。

（記録及び公表）

第５条 感謝状の被贈呈者を記録するため南区感謝状原簿（別記様式２号）を備え，次の

各号に掲げる事項を記録し、公表する場合は次の事項とする。



（１）被贈呈者の氏名または団体の名称及び住所

（２）贈呈の理由

（３）その他必要な事項

２ 感謝状の被贈呈者として推薦されたもののうち，感謝状贈呈の対象とならなかったも

のの記録は公表しない。

（個人情報）

第６条 南区感謝状原簿（別記様式２号）に記載された情報や提出された資料等の情報は，

南区感謝状贈呈の目的以外には使用しないものとする。

２ 提出された資料等は審査会の結果にかかわらず返却しないものとする。

 附 則

この細則は，平成２９年４月１日から施行する。



新潟市南区における感謝状贈呈に関する要綱に基づく推薦基準（参考）

要綱第２条の規定による、施行細則第２条１項１号の贈呈基準「功労の基準については、具体的業績に、営利性、宣

伝性がなく、地道な活動や人目に付かない分野であっても、南区民の人心に刺激と明朗感を与え、その活躍及び価値が

認められるもの」に基づき、以下の推薦基準を参考として、南区各コミュニティ協議会から被贈呈者の推薦を受けるこ

ととする。推薦に基づき被贈呈者候補を要綱第３条の審査会に諮り感謝状贈呈者を決定する。

条項 条項内容 推薦基準 推薦対象例 具体例

１
地域社会の発展に尽く

したもの

◎永年(個人5年、団体10年以

上)にわたる社会奉仕、自治

会・町内会活動

◎自治会等でのボランティア活動

◎防犯・交通事故防止・防災など

の活動者・団体

・自治会・町内会活動に多大な貢

献をしている者・団体

・地域の防犯・防災活動に多大な

貢献をしている者・団体

・ボランティア除雪

・セーフティスタッフ、交通安全

団体や〇〇を良くする会など

２
保健衛生又は社会福祉

の増進に尽くしたもの

◎永年(個人5年、団体10年以

上)にわたる保健衛生指導、障

がい者や要支援者等の援助

など福祉的模範行為

◎保健衛生団体、社会福祉団体、

自治会などの保健衛生、医療関

係等の功労・功績

◎区民の健康増進や介護福祉等の

功労・功績

◎区民による援助ボランティア等

・自治会の一人暮らし見守り活動

・障がい者雇用の推進企業

・老人慰問等のボランティア団体

３

道路、河川、公園その他

公共施設の良好な生活

環境の維持管理に尽く

したもの

◎永年(個人5年、団体10年以

上)にわたり公共施設の維持

管理を行っている者・団体

◎公共施設に物件又は土地を

無償または著しい低価によ

る長期間(10 年以上)の使用

提供

◎ボランティアにより公共的施設

の維持管理に貢献した者・団体

◎有償であっても著しい低価によ

り永年にわたる貢献、功労があ

った者・団体

・ボランティアの公園清掃など

〇〇を守る会など

・自治会共有地などを公共施設へ

無償貸与

４

前各号に掲げるものの

ほか、特に感謝状を贈呈

することが必要と認め

られるもの

◎審査会により必要と認める

もの

◎永年、日常的に継続している行

いや活動が区民の模範や区民に

刺激・感動を与えている者・団

体

◎行動・活動が区民に大きく良好

な反響を与えた者・団体

・区民の模範行為が報道等により

社会に大きな反響を与えた場合

など

 在任期間の計算など

（１）期間の計算は月をもって行い、毎年１０月現在で計算する。

（２）活動が中断した場合又は終了した後にその活動を再開した場合は、その前後の活動期間を通算する。

（３）表彰を受けるべき者が表彰式以前に退任又は死亡している場合は、本人又は遺族に贈る。

（４）感謝状の被贈呈者には記念品を贈る。

※平成２９年４月１日より施行



南区感謝状受賞者一覧　（平成29年度）

（順不同・敬称略）

番号 受賞団体・氏名 該当事由・功績事項 推薦団体名・代表者

1
小林地区自主防災会

　会長　真保　慶一

該当事由：１地域発展

・地区内17自治会の全てで自主防災会を組
織し，各種防災訓練を実施することで地域
発展に貢献している。

小林コミュニティ協議会

　会長　小田　信雄

2

白根小唄・白根凧音頭
               保存会

　代表　風間　祐二郎

該当事由：１地域発展

・永きにわたり，新潟市民文化遺産に認定
されている「白根小唄・白根凧音頭」のPR
活動を区内外で続け，地域発展に貢献して
いる。

白根コミュニティ協議会

　会長　和田　進

3
白龍会

　代表　梨本　慎一

該当事由：１地域発展

・永きにわたり，地域の大人神輿，子供神
輿を束ね，地域の交流と活性化に貢献して
いる。区内外での活動は，南区のPRの一助
となっている。

大通南三丁目自治会

　会長　渡邊　真龍

4 栗山　義夫

該当事由：１地域発展

・永きにわたり，小学校のセーフティス
タッフとして，地域の交通安全と防犯に貢
献している。

白根東町自治会

　会長　広沢　三男

5 澤田　政江

該当事由：１地域発展 ２社会福祉 ３生活
環境
・地域の見回り等に積極的に取り組み，地
域の社会福祉と生活環境の向上に貢献して
いる。
・小学校のセーフティスタッフとして，地
域の交通安全と防犯に貢献している。

下鷲ノ木第一自治会

　会長　五十嵐忠正

6 田巻　明男

該当事由：１地域発展

・永きにわたり，小学校のセーフティス
タッフとして，地域の交通安全と防犯に貢
献している。

大通二丁目自治会

　会長　嶋田　啓介

7 木口　正

該当事由：１地域発展 ２社会福祉

・永きにわたり，地域の老人会会長を務
め，高齢者の福祉活動に貢献している。
・小学校のセーフティスタッフとして，地
域の交通安全と防犯に貢献している。

大通二丁目自治会

　会長　嶋田　啓介


